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は
じ
め
に
─
─
米
中
危
機
回
避
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
不
在
の
下
で
中
国
の「
台
頭
」

　

中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
、
特
に
中
華
民
国
と
の
区
別
が
必
要
で
な
い

場
合
、
中
国
）
は
、
一
九
八
九
年
以
来
二
五
年
に
わ
た
り
国
防
予
算
の
二

桁
成
長
を
続
け
て
お
り
、
国
際
社
会
が
同
国
を
「
脅
威
」
視
す
る
よ
う
に

な
っ
て
久
し
〉
1
〈

い
。
日
本
で
は
二
〇
〇
六
年
初
め
に
、
照
屋
寛
徳
衆
議
院
議

員
（
以
下
、
役
職
は
当
時
の
も
の
）
が
「
中
国
脅
威
論
」
に
つ
い
て
政
府

に
認
識
を
問
う
た
。
こ
れ
に
対
し
小
泉
純
一
郎
内
閣
総
理
大
臣
は
、
中
国

の
国
防
予
算
に
は
「
不
透
明
な
点
」
が
あ
り
、「
周
辺
国
の
懸
念
を
解
消

す
る
た
め
に
も
、
中
国
が
軍
事
面
に
お
け
る
透
明
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
」
と
懸
念
を
表
明
し
て
い
〉
2
〈

る
。

　

南
ア
ジ
ア
で
は
、
中
国
の
対
外
戦
略
目
的
が
対
イ
ン
ド
包
囲
網
の
構
築

に
あ
る
と
、
批
判
的
に
見
る
向
き
が
少
な
く
な
〉
3
〈

い
。
両
国
間
で
国
境
紛
争

が
く
す
ぶ
り
続
け
る
一
方
で
、
中
国
は
イ
ン
ド
に
隣
接
す
る
諸
国
に
対
し

て
経
済
協
力
と
軍
事
支
援
を
包
括
的
に
提
供
し
て
き
た
か
ら
だ
。
パ
キ
ス

タ
ン
の
グ
ワ
ダ
ー
ル
港
の
ほ
か
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
ハ
ン
バ
ン
ト
タ
港
や
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
チ
ッ
タ
ゴ
ン
港
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
シ
ッ
ト
ウ
ェ
港
等
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、す
べ
て
軍
事
支
援
と
紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
ら
一

連
の
経
済
協
力
と
海
洋
戦
略
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
関
し
て
米
国
国
防
総

省
ネ
ッ
ト
ア
セ
ス
メ
ン
ト
局
は
、
二
〇
〇
四
年
の
内
部
報
告
書“ E

nergy 
Futures in A

sia”

の
な
か
で
「
真
珠
の
首
飾
り
戦
略
」（the string of pearl 

strategy

）
と
称
し
牽
制
し
〉
4
〈

た
。

　

か
つ
て
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
（R

ichard N
ixon

）
米
大
統
領
の
下

で
国
務
長
官
と
し
て
米
中
関
係
の
再
構
築
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
し
た
ヘ
ン

リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
（H

enry A
lfred K

issinger

）
は
、
二
〇
一
一
年

に
上
梓
し
た
『
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
回
想
録 

中
国
』（
原
題
：O

n China

）

で
、
中
国
の
「
台
頭
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
評
し
た
。「
他
の
国
と

協
力
し
て
で
あ
れ
、
対
立
し
な
が
ら
で
あ
れ
、
国
際
秩
序
に
ど
の
よ
う
に

参
画
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
示
す
前
例
は
、
悠
久
の
中
国
史
の
ど
こ
に
も
見

当
た
ら
な
い
。
超
大
国
の
米
国
は
、
中
国
の
参
画
を
い
か
に
し
て
実
現
す

る
か
に
つ
い
て
青
写
真
を
描
き
た
か
っ
た
の
だ
が
、
そ
う
す
る
た
め
の
経

験
に
欠
け
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
〉
5
〈

た
」。
米
中
両
政
府
は
、
両
国

米
国
が
規
定
し
た
「
中
華
民
国
」
の
対
外
援
助
政
策 

│
│
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の“
中
国
論
”が
暗
示
し
た
課
題

加
治
宏
基

研
究
ノ
ー
ト
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の
間
で
起
こ
り
う
る
突
発
事
件
が
は
ら
む
危
険
性
を
と
も
に
認
識
し
つ
つ

も
、危
機
に
対
応
し
う
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
編
み
出
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　

一
九
九
九
年
五
月
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
連
合
軍
と
し
て
空
爆
に
参
加
し
た
米
空

軍
所
属
の
Ｂ‒
２
爆
撃
機
が
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国

の
首
都
「
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
の
中
国
大
使
館
を
破
壊
し
た
（destroyed

）」

の
に
対
し
「
抗
議
の
狼
煙
が
中
国
全
土
を
覆
っ
〉
6
〈

た
」。
江
沢
民
国
家
主
席

は
、「
熟
考
し
た
上
で
の
挑
発
」
を
受
け
よ
う
と
も
「
偉
大
な
中
国
人
民

は
決
し
て
征
服
さ
れ
な
〉
7
〈

い
」
と
強
く
反
発
し
て
み
せ
た
が
、
実
際
の
と
こ

ろ
「
動
揺
を
隠
し
き
れ
な
い
ま
ま
」
に
「
国
内
の
反
米
感
情
に
促
さ
れ
る

よ
う
に
し
て
怒
り
を
表
明
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」。
つ
ま
り
、「
そ
の
怒

り
の
表
現
を
も
っ
て
、
大
衆
に
自
制
を
求
め
る
手
段
と
し
た
（
そ
れ
は
人

権
問
題
で
の
米
大
統
領
の
手
法
と
似
た
も
の
だ
っ
た
）」
と
、
両
政
府
は

と
も
に
自
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
限
界
を
相
手
政
府
に
転
嫁
し
て
お
り
、「
そ

れ
は
米
中
関
係
に
お
い
て
、
い
ま
だ
未
解
決
の
課
題
な
の
で
あ
る
」
と

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
分
析
す
〉
8
〈
る
。

一
　
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
“
中
国
論
”
が
暗
示
し
た
課
題

　

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
両
国
が
共
有
す
る
危
機
の
根
本
的
解
消
を
目
指

す
包
括
的
な
枠
組
み
と
し
て
、「
太
平
洋
共
同
体
」（Pacific C

om
m

unity

）

の
構
築
プ
ロ
セ
ス
を
三
段
階
に
分
類
し
提
言
す
る
こ
と
で
、
本
書
を
締
め

く
く
〉
9
〈

る
。
カ
ン
ト
的
な
平
和
論
を
も
っ
て
、
か
く
も
慎
重
に
課
題
解
決
を

促
す
同
氏
が
想
起
す
る
の
は
、
一
九
〇
七
年
に
英
国
外
務
省
の
高
官
だ
っ

た
エ
ア
・
ク
ロ
ウ
（E

yre C
rowe

）
に
よ
る
「
英
国
の
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び

ド
イ
ツ
と
の
関
係
の
現
状
に
関
す
る
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
」
で
あ
る
。
ク
ロ
ウ

は
、「
ド
イ
ツ
と
の
「
和
解
」
が
成
立
す
れ
ば
、
よ
り
友
好
的
に
な
る
と

の
空
虚
な
希
望
は
、
き
っ
ぱ
り
と
断
念
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
〉
10
〈

し
、
第

一
次
世
界
大
戦
を
所
与
の
も
の
と
し
て
自
国
政
府
の
対
独
協
調
路
線
を
改

め
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
人
類
史
上
初
の
妥
協
な
き
世
界
的
武
力
対
立
は

不
可
避
と
な
っ
た
。

　

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、「
私
の
見
解
と
は
懸
け
離
れ
た
も
の
」と
前
置
き

し
つ
つ
、
当
時
の
英
独
と
今
日
の
「
太
平
洋
の
両
側
」、
す
な
わ
ち
米
中

で
広
が
る
排
外
的
類
似
性
を
批
判
的
に
概
説
す
る
。「
経
済
的
、
政
治
的

に
偉
業
を
達
成
し
、
制
御
で
き
な
い
ほ
ど
の
国
民
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
自
信

が
み
な
ぎ
っ
て
お
り
、
こ
の
た
め
両
国
と
も
歴
史
的
に
、
自
分
た
ち
に
は

普
遍
性
が
あ
る
と
の
考
え
を
抱
い
て
き
〉
11
〈

た
」。
同
氏
は
、
特
に
米
国
に
お

け
る
新
保
守
主
義
者
と
中
国
の
「
勝
利
至
上
主
義
者
」
に
見
受
け
ら
れ
る

対
外
干
渉
志
向
に
つ
い
て
憂
慮
し
て
お
り
、
世
界
の
学
術
界
な
ら
び
に
政

界
か
ら
、
こ
う
し
た
“
啓
示
”
は
傾
聴
に
値
す
る
と
大
き
な
反
響
を
呼
ん

だ
。
な
ぜ
な
ら
、
中
国
社
会
に
関
す
る
深
い
造
詣
を
備
え
た
歴
史
学
者
と

し
て
、
長
年
に
わ
た
り
米
国
の
外
交
政
策
に
対
し
て
大
局
的
な
思
考
枠
組

み
を
提
供
し
た
こ
と
に
加
え
、
実
務
者
と
し
て
ニ
ク
ソ
ン
の
電
撃
訪
中
を

ア
レ
ン
ジ
し
た
経
験
値
、
そ
し
て
米
国
の
国
益
を
最
優
先
す
る
政
治
家
と

し
て
の
現
実
主
義
思
考
が
、彼
の
言
動
に
説
得
力
を
与
え
て
き
た
か
ら
だ
。

　

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
著
し
た
回
想
録
に
は
こ
れ
ら
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
凝

縮
さ
れ
て
い
る
が
、
今
般
の
「
中
国
論
」
で
導
き
出
さ
れ
た
理
想
主
義
的

結
論
に
対
し
て
、
筆
者
は
違
和
感
を
禁
じ
得
な
い
。
同
氏
は
、
一
九
七
三

年
の
チ
リ
・
ク
ー
デ
タ
ー
に
際
し
て
米
国
の
国
益
に
根
差
す
普
遍
的
価
値

を
移
植
す
る
た
め
に
（
合
法
的
自
由
選
挙
で
選
ば
れ
た
）
ア
ジ
ェ
ン
デ
政



175──研究ノート　米国が規定した「中華民国」の対外援助政策

権
の
転
覆
を
指
示
し
、
一
九
七
六
年
に
は
キ
ュ
ー
バ
に
よ
る
ア
ン
ゴ
ラ
独

立
運
動
へ
の
軍
事
援
助
を
受
け
て
、
キ
ュ
ー
バ
空
爆
を
計
画
し
た
人
物
で

あ
る
。
自
国
の
国
家
利
益
に
至
上
価
値
を
置
く
そ
の
政
治
姿
勢
は
、
他
国

へ
の
非
人
道
性
の
う
え
に
成
り
立
っ
て
い
た
。
他
方
で
、
上
海
国
際
問
題

研
究
院
助
理
研
究
員
の
周
一
駿
は
、
中
国
学
術
界
が
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の

二
面
性
を
察
知
し
つ
つ
も
、「
中
国
人
の
旧
友
」（“
中
国
人
民
的
老
朋

友
”）
へ
畏
敬
の
念
（“
推
崇
之
情
”）
を
拭
い
き
れ
ず
に
批
判
的
考
察
に

及
び
腰
で
あ
る
と
指
摘
す
〉
12
〈

る
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
矛
盾
は
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

い
。
誰
も
が
、
生
涯
の
あ
ら
ゆ
る
事
象
の
な
か
か
ら
意
識
的
・
無
意
識
的

に
い
く
つ
か
を
取
捨
選
択
し
、
自
身
の
歩
み
を
正
当
化
す
る
。
と
り
わ
け

そ
の
業
績
・
足
跡
の
重
要
性
を
自
負
す
る
者
は
、
往
々
に
し
て
後
世
に
自

身
の
功
績
を
示
し
、
あ
る
種
の
恒
久
的
な
評
価
を
得
よ
う
と
す
る
。
し
か

も
、
回
想
録
の
著
者
が
携
わ
っ
た
任
務
の
政
治
性
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ

ど
、
そ
こ
に
は
相
応
の
恣
意
性
が
含
ま
れ
る
た
め
、
読
者
は
隠
蔽
さ
れ
た

事
実
に
つ
い
て
討
究
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
〉
13
〈

る
。
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の

「
中
国
論
」
が
提
起
し
た
課
題
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
と
考
え
る
。
つ

ま
り
、
同
氏
が
明
記
し
た
「（
米
中
が
＝
引
用
者
加
筆
）
世
界
を
構
築
す

る
努
力
に
一
緒
に
取
り
組
」
む
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
構
想
す
る
こ
と
以
上
に
、

我
わ
れ
が
着
目
す
べ
き
課
題
は
、
両
国
が
共
有
す
る
危
機
が
い
か
に
形
成

さ
れ
た
の
か
、
そ
の
史
実
を
紡
ぎ
出
す
こ
と
で
あ
る
。

　

よ
り
精
確
に
言
う
な
ら
ば
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
は
、
危
機
の
根
底
に
は

い
わ
ゆ
る
「
台
湾
問
題
」
が
一
貫
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
随
所
で
認

め
て
い
る
。
中
国
建
国
か
ら
半
年
余
り
で
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
に
お
い

て
、
米
国
は
台
湾
海
峡
と
朝
鮮
半
島
へ
の
軍
事
介
入
を
意
思
表
示
し
た
。

「
中
国
人
の
目
か
ら
見
る
と
、
米
国
は
碁
盤
の
上
に
二
つ
の
石
を
置
い
た

こ
と
に
な
る
。
ど
ち
ら
の
石
も
恐
る
べ
き
包
囲
で
中
国
を
威
嚇
し
て

い
〉
14
〈

た
」。
以
来
、「
台
湾
問
題
」
な
る
も
の
が
具
現
化
す
る
ま
で
、
す
な
わ

ち
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
訪
中
と
同
年
の
一
九
七
一
年
に
国
連
「
中
国
代
表
権

問
題
」
が
第
二
六
回
国
連
総
会
で
解
決
を
み
る
ま
〉
15
〈

で
、
中
華
民
国
と
中
華

人
民
共
和
国
は
国
連
で
の
支
持
票
を
獲
得
す
べ
く
、
途
上
国
・
地
域
に
向

け
た
援
助
競
争
を
展
開
し
た
が
、
米
国
は
中
華
民
国
の
対
外
戦
略
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
続
け
た
。

　

さ
ら
に
米
国
は
、
中
華
民
国
が
「
台
湾
化
」
し
て
以
降
、
中
国
か
ら
の

独
立
を
支
持
し
な
い
と
同
時
に
、中
台
統
一
に
も
消
極
的
姿
勢
を
崩
さ
な

い
。
結
果
的
に
台
湾
は
、
米
国
に
と
っ
て
共
産
主
義
勢
力
に
対
す
る
「
不

沈
空
母
」
と
化
し
た
。
江
沢
民
国
家
主
席
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
生
存
空
間
の

拡
充
を
含
む
「
台
湾
経
験
」
を
国
家
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
障
害
と
み
な
し
て
お

り
、
二
〇
〇
一
年
に
催
さ
れ
た
米
中
学
会
員
と
の
会
談
で
以
下
の
よ
う
に

釘
を
刺
し
た
。「
米
中
関
係
の
最
大
の
課
題
は
、
台
湾
問
題
で
あ
る
。
我

わ
れ
は
し
ば
し
ば
「
平
和
的
解
決
」「
一
国
二
制
度
」
と
言
う
。
一
般
的
に

私
は
、こ
の
二
点
に
発
言
を
と
ど
め
る
が
、時
折
、我
わ
れ
は
武
力
を
行
使

し
な
い
と
い
う
こ
と
を
約
束
で
き
な
い
と
、
付
け
加
え
て
お
〉
16
〈

く
」。
米
中

国
交
正
常
化
後
、
中
国
が
初
め
て
武
力
行
使
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及
し

た
の
は
、そ
れ
ほ
ど
に
台
湾
問
題
が
焦
眉
の
急
で
あ
る
証
左
と
言
え
よ
う
。

　

台
湾
問
題
が
米
中
関
係
の
重
要
課
題
で
あ
り
続
け
て
き
た
こ
と
は
、

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
の
回
想
録
で
も
大
局
的
視
座
か
ら
述
べ
ら
れ
る
。
し
か

し
同
氏
は
、「
米
国
が
よ
り
想
像
力
豊
か
な
外
交
政
策
を
行
う
う
え
で
の
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根
本
的
な
障
碍
は
、
毛
沢
東
の
継
続
革
命
の
考
え
方
に
あ
っ
た
」
と
台
湾

問
題
の
所
在
を
転
嫁
し
、
両
国
が
共
有
す
る
危
機
が
い
か
に
形
成
さ
れ
た

の
か
は
、「
隠
蔽
」
さ
れ
〉
17
〈

る
。
本
稿
で
は
、「
台
湾
問
題
」
が
生
成
さ
れ
る

過
程
で
の
米
国
の
関
与
に
つ
い
て
史
実
の
検
証
を
試
み
る
。
ま
ず
、
対
外

援
助
が
国
家
利
益
を
追
求
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
着
目

し
、
中
華
民
国
に
よ
る
対
外
援
助
政
策
が
国
連
「
中
国
代
表
権
問
題
」
に

よ
り
規
定
さ
れ
て
い
た
点
を
概
観
す
る
。
次
い
で
一
九
六
〇
年
代
に
実
施

さ
れ
た
対
ア
フ
リ
カ
援
助
政
策
に
対
す
る
米
国
の
影
響
を
検
証
す
る
。

二
　
国
連「
中
国
代
表
権
問
題
」を
め
ぐ
る
対
外
援
助
競
争

　

中
華
民
国
と
中
華
人
民
共
和
国
は
、
国
連
に
お
け
る
「
中
国
代
表
権
」

を
め
ぐ
り
支
持
を
獲
得
す
べ
く
対
外
援
助
を
競
い
合
っ
た
。
米
国
の
後
ろ

盾
を
受
け
な
が
ら
援
助
攻
勢
を
展
開
し
た
中
華
民
国
の
対
外
援
助
政
策
に

つ
い
て
は
、
王
文
隆
等
の
台
湾
人
も
し
く
は
台
湾
系
外
国
人
の
研
究
者
に

よ
る
秀
逸
な
蓄
積
が
あ
〉
18
〈
る
。
援
助
競
争
の
主
戦
場
と
さ
れ
た
の
は
、
ア
フ

リ
カ
を
中
心
と
し
た
途
上
国
・
地
域
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
ア
フ
リ
カ
の

年
」
と
称
さ
れ
る
一
九
六
〇
年
、
同
地
域
の
新
興
独
立
一
六
カ
〉
19
〈

国
が
国
連

加
盟
を
果
た
し
、
国
連
総
会
に
お
い
て
最
大
勢
力
、
つ
ま
り
「
大
票
田
」

が
誕
生
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

国
連
総
会
で
の
一
国
一
票
と
い
う
政
治
力
を
手
中
に
収
め
た
ア
フ
リ
カ

諸
国
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
〇
年
段
階
の
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
九
九

〇
年
ゲ
ア
リ
ー
＝
ケ
イ
ミ
ス
国
際
ド
ル
換
算
で
一
〇
二
四
国
際
ド
ル
と
、

世
界
平
均
の
約
四
分
の
一
に
す
ぎ
な
か
っ
〉
20
〈

た
。
し
か
も
、
六
〇
年
代
を
通

じ
て
耕
作
可
能
な
灌
漑
地
が
わ
ず
か
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
サ
ハ
ラ
以

南
ア
フ
リ
カ
で
、
人
口
増
加
率
が
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
た
め
、
食

糧
生
産
は
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
〉
21
〈

た
。
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
、
独
立
と
同
時

に
直
面
し
た
最
優
先
課
題
は
経
済
的
脆
弱
性
の
克
服
で
あ
り
、
諸
国
政
府

は
外
国
か
ら
の
経
済
協
力
に
対
し
て
基
本
的
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
国
連

「
中
国
代
表
権
問
題
」
を
め
ぐ
る
票
田
策
定
の
プ
ッ
シ
ュ
／
プ
ル
要
因

は
、
主
と
し
て
ア
フ
リ
カ
で
帰
一
す
る
。

　

中
華
民
国
に
よ
る
対
外
経
済
援
助
は
、
中
華
人
民
共
和
国
同
様
に
一
九

五
〇
年
代
末
に
始
ま
る
。
一
九
五
九
年
か
ら
九
七
年
ま
で
の
間
に
中
国
農

村
復
興
連
合
委
員
会
（
行
政
院
農
業
委
員
会
の
前
身
）
は
、（
南
）
ベ
ト

ナ
ム
に
向
け
て
六
八
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
上
る
農
業
技
術
支
援
を
行
っ
た
。

計
一
〇
五
の
協
力
隊
が
結
成
さ
れ
、
の
べ
一
万
二
〇
〇
〇
名
が
派
遣
さ
れ

た
が
、
こ
う
し
た
政
策
蓄
積
は
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
、
カ
リ
ブ
海
、
ア

ジ
ア
太
平
洋
、
お
よ
び
中
東
地
域
に
お
い
て
応
用
さ
れ
〉
22
〈

た
。
中
国
人
民
大

学
の
黄
嘉
樹
は
、
こ
の
よ
う
な
中
華
民
国
の
対
外
援
助
に
つ
い
て
以
下
の

よ
う
に
指
摘
す
る
。「「
中
華
民
国
と
い
う
国
際
的
地
位
」
を
保
持
す
る
こ

と
」
が
動
機
で
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
農
、
漁
、
軽
工
業
の
技
術
協
力
と
資

金
援
助
を
基
礎
と
し
た
小
規
模
展
開
で
あ
っ
〉
23
〈

た
。

　
「
ア
フ
リ
カ
の
年
」
に
、
中
華
民
国
外
交
部
は
、
楊
西
崑
国
連
代
表
団

顧
問
（
国
連
信
託
統
治
委
員
会
代
表
お
よ
び
国
連
代
表
団
専
門
委
員
を
兼

任
）
を
亜
西
司
長
（
局
長
）
に
任
命
し
、
対
ア
フ
リ
カ
外
交
を
一
任
す
る

（
六
五
年
よ
り
非
州
司
長
）。
同
年
一
月
一
日
、
国
連
か
ら
の
帰
途
に
カ
メ

ル
ー
ン
独
立
記
念
式
典
に
出
席
の
た
め
ア
フ
リ
カ
を
訪
問
す
る
。
そ
の

後
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
ト
ー
ゴ
、
ガ
ー
ナ
、
ギ
ニ
ア
、
象
牙
海
岸
、
セ
ネ

ガ
ル
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ソ
マ
リ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
な
ど
の
新
興
独
立
国
と
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未
独
立
地
域
を
訪
問
す
る
。
目
的
は
、
英
仏
両
国
か
ら
の
独
立
を
果
た

し
、
主
権
国
家
と
し
て
立
ち
上
が
り
つ
つ
あ
る
ア
フ
リ
カ
諸
国
・
地
域
に

対
し
て
道
徳
的
・
経
済
的
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
中
華
民
国
の
国
際
的
名

声
と
人
望
を
向
上
さ
せ
、
国
際
的
優
位
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
〉
24
〈

た
。

　

し
か
し
、
第
一
五
回
国
連
総
会
（
一
九
六
〇
年
）
で
は
、
国
連
加
盟
国

の
四
分
の
一
を
占
め
る
こ
と
と
な
っ
た
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
う
ち
九
カ
国

が
、
中
華
民
国
の
期
待
に
反
し
て
「
中
華
人
民
共
和
国
招
請
」
案
に
賛
成

す
る
。
さ
ら
に
一
部
ア
フ
リ
カ
諸
国
が
、「
審
議
棚
上
げ
」
案
の
決
議
に

際
し
て
棄
権
や
反
対
票
を
投
じ
た
こ
と
は
、
中
華
民
国
政
府
に
衝
撃
を
与

え
た
。
こ
の
総
会
を
機
に
同
国
は
、
対
ア
フ
リ
カ
援
助
政
策
の
あ
り
方
を

根
本
的
に
再
検
討
す
る
。
検
討
会
議
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
楊
西
崑

亜
西
司
長
、
葉
公
超
駐
米
特
命
全
権
大
使
、
蒋
廷
黻
国
連
中
華
民
国
代
表

団
首
席
全
権
代
表
、
蒋
毓
麒
国
連
中
華
民
国
代
表
団
副
代
表
等
が
名
を
連

ね
た
。
同
年
秋
、「
一
般
的
で
正
常
な
外
交
関
係
の
確
立
と
維
持
に
依
拠

し
、
新
興
独
立
の
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
の
国
際
的
支
持
を
全
力
で
勝
ち
取

る
べ
く
、
実
利
的
か
つ
着
実
な
路
線
」
を
採
用
す
る
よ
う
提
言
し
〉
25
〈

た
。

三
　
中
華
民
国
の
ア
フ
リ
カ
援
助
政
策

　

中
華
民
国
外
交
部
で
ア
フ
リ
カ
政
策
を
担
当
し
た
の
は
「
亜
西
司
第
一

科
」
で
あ
っ
た
が
、
当
該
部
署
は
中
華
人
民
共
和
国
の
ア
フ
リ
カ
政
策
の

動
向
を
も
把
握
す
る
必
要
か
ら
、
米
国
国
務
省
の
ア
フ
リ
カ
専
門
官
に
よ

る
分
析
結
果
を
基
本
資
料
と
し
て
い
〉
26
〈

た
。
こ
の
時
期
、
行
政
院
経
済
部
よ

り
二
つ
の
先
遣
隊
が
ア
フ
リ
カ
新
興
独
立
諸
国
へ
派
遣
さ
れ
た
。
ひ
と
つ

は
、
ア
フ
リ
カ
と
の
貿
易
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
貿
易
使

節
団
で
、
も
う
一
方
は
同
地
域
の
農
業
実
態
を
調
査
す
る
た
め
の
農
業

（
農
田
水
利
）
使
節
団
で
あ
る
。
後
者
の
業
務
に
は
灌
漑
設
備
の
整
備
も

含
ま
れ
て
お
り
、
調
査
の
み
な
ら
ず
ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
人
員
を
派
遣
す
る

と
と
も
に
、
水
利
、
商
業
、
鉱
油
部
門
の
技
術
者
を
中
華
民
国
へ
招
聘

し
、
技
術
習
得
・
人
材
育
成
を
通
じ
て
「
相
互
理
解
」
を
促
進
さ
せ
た
。

こ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
フ
リ
カ
の
諸
政
府
や
民
衆
か
ら
賞
賛
を
受

け
、
成
功
裏
に
完
了
し
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
〉
27
〈

た
。

　

農
業
使
節
団
に
は
、
米
国
か
ら
の
援
助
を
受
入
れ
各
署
へ
分
配
す
る
行

政
院
機
関
で
あ
っ
た
美
援
運
用
委
員
会
（
美
援
会
）
の
専
門
委
員
も
参
加

し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
米
援
」
と
は
、
一
九
五
一
年
に
始
ま
る
米
国
に

よ
る
財
政
、
物
資
、
技
術
、
設
備
、
人
的
等
諸
分
野
に
わ
た
る
対
台
湾
援

助
の
総
称
で
あ
る
。
台
湾
の
戦
闘
・
防
衛
能
力
の
向
上
を
目
的
と
す
る
軍

事
援
助
と
経
済
援
助
に
大
別
さ
れ
る
。
経
済
援
助
は
さ
ら
に
、
設
備
機
器

の
輸
出
を
主
と
す
る
「
計
画
型
援
助
」、
穀
物
等
一
般
物
資
の
輸
出
を
通

じ
て
台
湾
経
済
の
安
定
を
図
る
「
非
計
画
型
援
助
」、
そ
し
て
技
術
者
の

相
互
派
遣
と
い
う
「
技
術
援
助
」
か
ら
成
る
。
一
九
六
五
年
に
終
了
す
る

ま
で
に
、
米
国
は
累
計
一
五
億
米
ド
ル
を
経
済
援
助
と
し
て
提
供
し
た
。

　

調
査
結
果
は
、
外
交
部
や
経
済
部
等
の
政
府
諸
機
関
を
横
断
す
る
検
討

会
議
に
お
い
て
、
速
や
か
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
国
連
駐
在
中
華
民
国

代
表
に
よ
っ
て
「
対
ア
フ
リ
カ
新
興
諸
国
工
作
実
施
展
開
計
画

（O
PERAT

IO
N

 SA
FA

RI

）
要
綱
草
案
」
と
命
名
さ
れ
、
外
交
部
本
部

に
提
出
さ
れ
〉
28
〈

た
。
一
九
六
〇
年
十
一
月
、
許
紹
昌
外
交
部
政
務
次
長
に
よ

り
同
草
案
に
関
す
る
公
式
会
議
が
開
催
さ
れ
、
沈
錡
行
政
院
新
聞
局
長
、

李
国
鼎
行
政
院
国
際
経
済
合
作
発
展
委
員
会
副
主
任
委
員
、
蒋
彦
士
中
国
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農
村
復
興
委
員
会
（
農
復
会
）
秘
書
長
ら
が
招
聘
さ
れ
た
。
十
二
月
に
は

「
中
華
民
国
ア
フ
リ
カ
技
術
協
力
委
員
」
が
組
織
さ
れ
る
。
翌
年
一
月
、

農
復
会
、
美
援
会
、
お
よ
び
行
政
院
新
聞
局
に
よ
る
修
正
を
受
け
、
最
終

的
に
同
委
員
が
「
中
華
民
国
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
技
術
協
力
お
よ
び
対
ア
フ

リ
カ
宣
伝
工
作
強
化
展
開
計
画
草
案
」
を
ま
と
め
た
。
楊
西
崑
が
「
先
鋒

案
」（O

PERAT
IO

N
 VA

N
G

U
A

RD

）
と
し
て
採
択
し
た
時
点
で
、
中

華
民
国
に
よ
る
対
ア
フ
リ
カ
援
助
政
策
は
正
式
に
始
動
す
〉
29
〈

る
。

　
「
先
鋒
案
」
は
、「
技
術
協
力
」
と
「
宣
伝
」
の
両
分
野
か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
、「
技
術
協
力
」
は
さ
ら
に
農
業
、
軽
工
業
お
よ
び
手
工
業
を
主

と
す
る
項
目
に
分
類
さ
れ
る
。
一
九
六
一
年
三
月
、
経
済
部
は
三
つ
の
援

助
方
式
を
設
定
し
て
い
る
。（
甲
）
ア
フ
リ
カ
諸
国
政
府
に
よ
り
派
遣
さ

れ
る
農
工
業
界
の
指
導
者
の
招
聘
、（
乙
）
ア
フ
リ
カ
の
技
術
者
養
成
班

お
よ
び
ア
フ
リ
カ
人
学
生
に
対
す
る
奨
学
金
の
設
立
、（
丙
）
ア
フ
リ
カ

諸
国
へ
の
専
門
家
・
技
術
者
派
遣
。「
宣
伝
」
分
野
は
全
ア
フ
リ
カ
諸
国

を
対
象
と
し
て
、（
甲
）
適
切
な
地
域
に
お
け
る
情
報
機
構
の
設
立
、

（
乙
）
書
籍
・
雑
誌
お
よ
び
視
聴
覚
媒
体
に
よ
る
宣
伝
の
強
化
、（
丙
）
雑

技
芸
術
団
の
ア
フ
リ
カ
派
遣
、（
丁
）
ア
フ
リ
カ
諸
国
人
士
の
招
聘
か
ら

な
る
四
方
式
が
策
定
さ
れ
〉
30
〈
た
。

　
「
技
術
協
力
」
対
象
国
・
地
域
を
選
定
す
る
う
え
で
重
視
さ
れ
た
の

が
、
国
連
「
中
国
代
表
権
問
題
」
を
め
ぐ
る
戦
略
的
意
義
で
あ
っ
た
。
概

算
で
約
五
〇
〇
億
ド
ル
の
経
費
が
見
積
も
ら
れ
る
も
、
援
助
受
入
国
で
も

あ
る
中
華
民
国
政
府
の
財
政
状
況
か
ら
判
断
す
る
と
独
自
負
担
は
困
難
で

あ
り
、
当
初
よ
り
最
大
の
支
援
国
で
あ
る
米
国
か
ら
の
借
款
を
期
待
し
て

い
た
。
は
た
し
て
許
次
長
は
、
一
九
六
一
年
二
月
一
一
日
に
「
先
鋒
案
」

を
米
国
駐
華
大
使
館
に
提
案
し
、
国
務
省
に
よ
る
財
政
支
援
を
仰
い
で
い

る
。
し
か
し
、
米
国
か
ら
回
答
の
な
い
ま
ま
ひ
と
月
が
経
ち
、
中
華
民
国

政
府
は
、
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
リ
ベ
リ
ア
、
ト
ー
ゴ
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ

ア
か
ら
農
業
技
術
者
を
受
け
入
れ
、
ダ
ホ
メ
ー
、
ガ
ボ
ン
、
マ
ダ
ガ
ス
カ

ル
、
カ
メ
ル
ー
ン
、
セ
ネ
ガ
ル
等
に
向
け
た
農
業
視
察
団
の
派
遣
に
踏
み

切
っ
た
。
外
交
部
は
三
月
一
〇
日
と
一
二
日
の
二
度
に
わ
た
り
、
米
国
駐

華
大
使
館
と
葉
公
超
駐
米
大
使
を
通
じ
て
米
国
国
務
省
に
支
援
開
始
の
早

期
決
定
を
催
促
し
て
い
〉
31
〈

る
。

　

一
方
の
米
国
は
、
す
で
に
一
九
六
〇
年
に
経
済
協
力
と
し
て
一
億
二
〇

七
〇
万
米
ド
ル
を
台
湾
に
供
与
し
て
お
り
、
こ
の
要
請
に
後
ろ
向
き
で

あ
っ
〉
32
〈

た
。
米
国
駐
華
大
使
館
員
イ
エ
ガ
ー
（Joseph A

. Yager

）
は
、
中

華
民
国
外
交
部
に
対
し
て
六
点
の
主
張
を
通
達
し
て
い
る
。

　

⑴　

農
業
技
術
に
比
し
工
業
技
術
の
協
力
計
画
の
方
が
適
当
で
あ
る
。

　

⑵　

中
華
民
国
へ
の
招
聘
人
数
が
過
剰
で
あ
る
。

　

⑶　

技
術
者
養
成
の
短
期
班
設
置
は
評
価
に
値
す
る
た
め
、
第
三
国
で

の
訓
練
計
画
の
推
進
・
拡
充
を
研
究
中
で
あ
る
。

　

⑷　

奨
学
金
の
給
付
に
は
賛
成
で
あ
る
。

　

⑸　
「
宣
伝
」
分
野
に
関
し
て
、
米
海
軍
報
道
セ
ン
タ
ー
と
行
政
院
新

聞
局
と
の
連
携
の
下
、
ア
フ
リ
カ
が
適
切
と
す
る
地
域
に
情
報
機
関

を
設
立
す
る
こ
と
に
賛
同
す
る
。

　

⑹　

米
国
務
省
の
決
定
の
下
で
、
米
国
国
際
協
力
局
が
先
行
的
に
着
手

し
推
進
す
る
。

　

さ
ら
に
同
年
四
月
一
一
日
、
外
交
部
は
駐
米
大
使
館
よ
り
、
過
日
行
わ

れ
た
江
易
生
公
使
と
米
国
国
務
省
中
国
事
務
局
の
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
マ
ー
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テ
ィ
ン
（E

dwin W
. M

artin

）
局
長
と
の
会
談
記
録
の
電
文
を
受
け
る
。

会
談
で
は
、米
国
側
か
ら
「
先
鋒
案
」に
関
す
る
五
点
の
認
識
が
示
さ

れ
〉
33
〈

た
。

　

⑴　

原
則
的
に
は
支
持
す
る
も
、
規
模
が
過
大
で
あ
る
た
め
縮
小
の
必

要
が
あ
る
。
な
お
台
湾
通
貨
立
て
で
執
行
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

⑵　

昨
年
度
の
外
国
為
替
に
関
す
る
情
況
は
、
中
華
民
国
政
府
に
と
り

良
好
で
あ
っ
た
と
の
認
識
に
あ
る
。
本
計
画
の
若
干
の
項
目
に
つ
い

て
は
中
華
民
国
の
独
自
財
政
に
よ
り
対
応
し
う
る
が
、
全
案
件
に
つ

い
て
米
国
政
府
に
よ
る
正
式
同
意
を
経
て
の
ち
に
速
や
か
に
履
行
す

べ
き
で
あ
る
。

　

⑶　

本
計
画
に
関
す
る
詳
細
な
修
正
に
つ
い
て
外
交
部
と
折
衝
す
る

旨
、
す
で
に
米
国
駐
華
大
使
館
に
命
じ
た
が
、
米
政
府
は
本
計
画
の

是
正
を
改
め
て
要
請
す
る
。

　

⑷　

本
計
画
を
批
准
す
る
上
で
米
ド
ル
が
多
額
に
な
ら
な
い
こ
と
が
条

件
で
あ
る
と
マ
ー
テ
ィ
ン
は
強
調
し
た
が
、
中
華
民
国
側
は
「
限
度

額
」
は
設
定
す
べ
き
で
な
い
と
言
明
し
た
。

　

⑸　

本
計
画
の
対
象
国
に
つ
い
て
、
米
国
務
省
は
各
方
面
か
ら
の
意
見

を
と
り
ま
と
め
た
結
果
、
再
度
調
整
を
要
す
と
の
認
識
に
あ
る
。

　

一
九
六
一
年
四
月
一
五
日
、
本
計
画
を
改
訂
実
施
す
る
た
め
に
、
米
国

と
の
折
衝
へ
向
け
た
準
備
が
行
政
院
内
で
始
ま
る
。
外
交
部
次
長
の
許
紹

昌
は
、
経
済
部
次
長
の
王
撫
洲
、
行
政
院
新
聞
局
長
の
陸
以
正
、
美
援
会

秘
書
長
の
李
国
鼎
、
農
復
会
の
蒋
彦
士
主
任
委
員
お
よ
び
省
政
府
農
林
庁

長
の
金
陽
鎬
な
ど
関
係
諸
機
関
の
閣
僚
ク
ラ
ス
を
招
集
し
、
非
公
式
会
談

を
開
催
し
た
。
四
月
二
一
日
、「
先
鋒
案
」
を
め
ぐ
る
二
国
間
交
渉
が
許

外
交
部
次
長
に
よ
り
招
集
さ
れ
る
。
米
国
側
か
ら
は
、
駐
華
大
使
館
、
国

家
安
全
局
、
米
国
中
央
情
報
局
な
ど
の
代
表
者
が
参
加
し
、
両
者
の
見
解

は
お
お
む
ね
合
意
に
至
〉
34
〈

る
。

　

外
交
部
が
主
導
と
な
っ
て
経
済
部
、
美
援
会
、
農
復
会
な
ど
関
係
諸
機

関
と
の
交
渉
を
重
ね
、
一
九
六
一
年
一
〇
月
に
「
先
鋒
案
」
執
行
小
組
を

設
立
し
、
初
の
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
委
員
に
は
楊
西
崑
の
ほ
か
、

曹
嶽
維
「
美
援
会
」
専
門
委
員
や
謝
森
中
農
復
会
秘
書
長
ら
四
名
が
名
を

連
ね
〉
35
〈

た
。
一
二
月
に
は
沈
昌
煥
外
交
部
長
が
、
第
一
六
回
国
連
総
会
で

「
中
国
代
表
権
問
題
」
が
議
題
と
し
て
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
ア

フ
リ
カ
お
よ
び
中
南
米
に
対
す
る
農
業
技
術
支
援
の
政
治
的
重
要
性
を
訴

え
〉
36
〈

た
。
さ
ら
に
六
二
年
四
月
、「
先
鋒
案
」
執
行
小
組
第
一
三
回
会
議
に

お
い
て
、
同
小
組
が
「
中
華
民
国
ア
フ
リ
カ
技
術
協
力
委
員
会
」（
中
非

技
術
合
作
委
員
会
）
に
改
称
さ
れ
、
規
模
・
機
能
の
拡
充
が
決
ま
〉
37
〈

る
。
こ

の
改
組
は
、
米
国
か
ら
の
支
援
が
手
薄
に
な
っ
た
と
い
う
事
情
を
反
映
し

て
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。

四
　
中
華
民
国
の
対
米
反
発
と
依
存

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
華
民
国
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
経
済
協
力
が
、
米

国
か
ら
の
資
金
援
助
を
待
た
ず
に
断
行
さ
れ
た
背
景
に
は
、
当
時
、
国
連

安
保
理
で
米
ソ
を
中
心
に
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
と
モ
ン

ゴ
ル
の
国
連
加
盟
を
め
ぐ
る
政
治
攻
防
が
影
響
し
て
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
の

国
家
承
認
と
国
連
加
盟
に
動
く
米
国
に
対
し
て
、
中
華
民
国
側
は
い
ら
立

ち
に
も
似
た
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。
一
九
六
一
年
九
月
六
日
、
ケ
ネ
デ
ィ

大
統
領
は
書
簡
に
て
、
モ
ン
ゴ
ル
の
国
連
加
盟
に
拒
否
権
を
行
使
せ
ぬ
よ
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う
蒋
介
石
に
要
請
す
る
。
同
一
〇
日
、「
二
つ
の
中
国
」
の
可
能
性
を
模

索
す
る
一
方
で
、
モ
ン
ゴ
ル
へ
の
宥
和
を
示
唆
す
る
米
国
大
統
領
に
対
し

て
蒋
介
石
は
、「
国
連
議
席
に
し
が
み
つ
く
よ
り
、
自
国
の
尊
厳
と
民
族

の
自
尊
心
を
と
る
」
と
一
蹴
し
て
い
〉
38
〈

る
。

　

し
か
し
、
中
華
民
国
の
国
連
脱
退
は
中
華
人
民
共
和
国
の
「
安
保
理
入

り
」
を
意
味
し
、
し
か
も
米
国
と
の
関
係
も
帳
消
し
に
な
る
よ
う
な
事
態

を
容
認
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
の
も
中
華
民
国
側
の
実
情
で

あ
っ
た
。
ラ
ス
ク
（D

avid D
ean R

usk

）
国
務
長
官
は
そ
の
点
を
つ
い

た
。
九
月
二
九
日
、
モ
ン
ゴ
ル
の
国
連
加
盟
問
題
で
拒
否
権
を
行
使
す
れ

ば
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
は
ソ
連
お
よ
び
中
華
人
民
共
和
国
側
に
つ
く
こ
と
に

な
り
、
そ
れ
は
自
殺
行
為
で
あ
る
と
、
沈
昌
煥
外
交
部
長
と
葉
公
超
駐
米

大
使
に
伝
え
て
い
る
。
文
字
ど
お
り
最
後
通
牒
で
あ
っ
〉
39
〈
た
。
中
華
人
民
共

和
国
か
モ
ン
ゴ
ル
か
と
い
う
二
者
択
一
の
前
に
、
中
華
民
国
は
モ
ン
ゴ
ル

容
認
へ
と
妥
協
を
余
儀
な
く
さ
れ
〉
40
〈

る
。
一
〇
月
二
五
日
、
中
華
民
国
が
欠

席
し
た
安
保
理
第
九
七
一
回
会
議
は
、
モ
ン
ゴ
ル
の
国
連
加
盟
を
総
会
へ

推
薦
す
る
こ
と
を
決
議
〉
41
〈

し
、
後
日
同
国
の
加
盟
は
承
認
さ
れ
〉
42
〈

た
。

　

モ
ン
ゴ
ル
容
認
と
い
う
妥
協
の
見
返
り
と
し
て
、
中
華
民
国
は
米
国
か

ら
先
鋒
案
に
対
す
る
資
金
援
助
を
獲
得
し
て
い
る
。
一
九
六
二
年
に
は
米

国
か
ら
の
一
六
五
〇
万
台
湾
元
の
資
金
提
供
を
得
て
後
、
海
外
技
術
協
力

団
の
派
遣
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
（
中
華
民
国
の
支
出
は
八
〇
〇
万
台
湾

元
で
あ
っ
〉
43
〈
た
）。
こ
の
よ
う
に
「
先
鋒
案
」
は
、
対
米
依
存
と
反
発
が
交

錯
す
る
な
か
で
展
開
さ
れ
た
。
中
華
民
国
は
対
米
依
存
か
ら
脱
却
で
き
る

状
況
に
な
く
、
む
し
ろ
米
国
の
傘
下
で
外
交
成
果
を
得
る
他
に
、
選
択
肢

は
な
か
っ
た
。
六
六
年
一
〇
月
一
三
日
付
の
外
交
部
非
州
司
で
の
回
覧
文

書
に
は
、「
個
別
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
よ
り
も
、
米
国
が
効
率
よ
く
機
能
で

き
る
よ
う
な
政
策
と
組
織
の
発
展
に
こ
そ
重
き
が
お
か
れ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
〉
44
〈

る
。

　

こ
の
「
先
鋒
案
」
の
展
開
と
実
績
は
、
中
華
民
国
外
交
部
に
よ
っ
て
総

括
さ
れ
た
。
民
国
六
〇
年
五
月
一
五
日
付
で
発
行
さ
れ
た
『「
先
鋒
案
」

実
施
概
況
』
に
は
、
国
連
「
中
国
代
表
権
」
問
題
が
解
決
す
る
半
年
前
ま

で
の
先
鋒
案
の
概
況
が
記
載
さ
れ
て
い
〉
45
〈

る
。
図
１
で
示
す
と
お
り
、
十
年

間
に
わ
た
る
ア
フ
リ
カ
経
済
協
力
で
主
軸
と
な
っ
た
の
が
、
農
業
分
野
の

技
術
移
転
協
力
と
資
金
援
助
を
基
盤
と
し
た
小
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。
農
業
部
門
の
技
術
協
力
・
提
供
は
、
二
四
カ
国
に
お
い
て
五
五
件
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
、
二
三
の
耕
作
部
隊
に
計
一
〇
〇
〇
余
名
が
動

員
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
二
回
開
催
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
人
農
業
技
術
者
の
養

成
講
座
に
は
、
三
一
カ
国
・
地
域
か
ら
の
べ
五
八
三
名
を
中
華
民
国
へ
招

聘
し
た
ほ
か
、
各
国
の
農
政
部
門
の
幹
部
三
〇
〇
〇
余
名
と
農
業
従
事
者

三
万
六
〇
〇
〇
余
名
に
対
し
て
も
技
術
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
に
、
ア
フ
リ
カ
視
察
団
の
派
遣
は
一
七
〇
回
、
の
べ
五
九
〇
名

を
数
え
、
ア
フ
リ
カ
の
各
界
人
員
の
招
聘
も
八
五
〇
名
に
の
ぼ
る
。
こ
れ

ら
関
連
経
費
の
見
積
額
は
、
初
期
投
資
と
し
て
五
〇
〇
万
米
ド
ル
と
さ
れ

た
が
、
そ
れ
に
米
国
務
院
か
ら
の
資
金
供
与
と
し
て
一
六
〇
〇
万
台
湾

元
、
合
計
で
約
一
六
五
〇
万
米
ド
ル
が
計
上
さ
れ
た
。
実
際
、
一
九
六
二

〜
六
五
年
の
経
費
の
三
分
の
二
を
米
国
の
融
資
が
占
め
た
。
実
行
経
費
に

つ
い
て
は
、
初
年
度
が
二
四
五
〇
万
台
湾
元
で
、
一
年
あ
た
り
平
均
二
億

四
〇
〇
〇
万
台
湾
元
が
投
じ
ら
れ
〉
46
〈

た
。
お
よ
そ
二
五
億
台
湾
元
を
投
じ
て

展
開
さ
れ
た
「
先
鋒
案
」
に
は
、
ま
た
中
華
民
国
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
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工
業
民
営
化
に
よ
り
技
術
力
の
向
上
と
輸
出
志
向
型
発
展
モ
デ
ル
へ
の
転

換
を
果
た
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
と
お
り
、
そ
の
経
験
を
海
外
移
転

す
る
際
に
も
米
国
の
財
政
支
援
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　

一
九
六
〇
年
代
、
中
華
民
国
の
対
ア
フ
リ
カ
援
助
の
政
策
決
定
過
程
に

米
国
が
深
く
関
与
し
て
い
た
。
米
国
は
、
六
一
年
に
対
外
援
助
法
を
制
定

し
て
自
助
努
力
を
促
し
た
が
、
一
方
で
ド
ナ
ー
国
と
援
助
受
入
国
の
間
に

生
じ
る
「
政
治
力
の
格
差
」
は
依
然
と
し
て
根
強
か
っ
〉
47
〈

た
。
さ
ら
に
、
一

九
七
一
年
に
国
連
総
会
決
議
二
七
五
八
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
中
華
民

国
は
国
連
に
お
け
る
中
国
代
表
権
を
失
う
と
と
も
に
、
国
際
社
会
に
お
い

て
も
国
家
承
認
を
取
り
消
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

米
国
は
同
時
期
、
中
華
民
国
の
「
台
湾
化
」
と
は
対
照
的
に
、
キ
ッ
シ

ン
ジ
ャ
ー
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
に
よ
っ
て
、
中
華
人
民
共
和
国
と
の
国
交

正
常
化
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
歩
み
始
め
た
。
国
連
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
中

華
人
民
共
和
国
は
、
一
九
七
八
年
末
に
改
革
・
開
放
政
策
に
着
手
し
て
以

来
の
高
度
経
済
成
長
を
背
景
に
、
国
際
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
。

殊
に
、
九
六
年
に
純
石
油
輸
入
国
に
転
じ
、
二
〇
〇
一
年
末
に
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ

加
盟
を
果
た
し
た
同
国
は
、
石
油
消
費
と
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
両
分
野
で
米
国
に
次

ぐ
世
界
第
二
位
を
占
め
、
国
際
社
会
か
ら
「
世
界
の
市
場
」
と
「
驚
異
」

視
さ
れ
〉
48
〈
る
。
中
国
は
、
米
国
と
の
二
国
間
関
係
に
お
い
て
「
台
湾
問
題
」

と
い
う
深
刻
な
課
題
を
抱
え
る
。
こ
の
主
た
る
要
因
は
一
九
六
〇
年
代
の

米
国
の
対
台
湾
政
策
に
見
出
さ
れ
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
が
こ
の
過
程
を

「
隠
蔽
」
し
よ
う
と
試
み
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
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今
日
「
責
任
あ
る
大
国
」
と
し
て
増
強
を
続
け
る
中
国
に
と
っ
て
、
米

中
関
係
の
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
一
九
六
〇
年
代
と
は
大
き
く
変
化
し
た
。

そ
の
背
後
で
中
国
政
府
・
社
会
は
、
二
〇
〇
三
年
の
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
）や
〇
四
年
以
来
続
く
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ
５
Ｎ
１

型
）、
そ
し
て
〇
九
年
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ
／
Ｈ
１
Ｎ
１
亜

型
）
等
の
新
た
な
脅
威
に
晒
さ
れ
た
。
殊
に
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
を
め
ぐ
っ
て
は
、

「
国
内
公
衆
衛
生
行
政
が
麻
痺
状
態
に
陥
っ
た
い
ま
、
主
権
の
一
部
を
国

際
機
関
に
移
譲
す
べ
き
」
と
の
議
論
が
起
こ
っ
〉
49
〈

た
。

　

中
国
に
対
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
課
題
へ
の
対
応
を
期
待
す
る
声
が
高
ま
っ

た
こ
と
で
、
中
国
に
お
い
て
非
伝
統
的
安
全
保
障
（
中
国
語
：
非
伝
統
安

全
）
に
関
す
る
研
究
も
盛
ん
に
な
っ
〉
50
〈

た
。『
世
界
経
済
与
政
〉
51
〈

治
』
の
一
九

八
七
年
一
期
か
ら
二
〇
一
二
年
一
二
期
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
を
対
象
と
し

て
「
非
伝
統
的
安
全
保
障
」
を
用
語
検
索
す
る
と
、
一
五
二
七
編
が
該
当

す
る
。
そ
の
う
ち
八
七
五
編
が
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
以
降
の
も
の
で

あ
〉
52
〈
り
、
加
重
比
率
は
実
に
七
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
る
。
経
済
外
交
に

よ
り
新
た
な
安
全
保
障
を
担
保
す
る
意
義
が
高
ま
っ
た
今
日
、
本
稿
の
課

題
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
中
国
国
内
の
学
術
議
論
を
ふ
ま
え
て
、
さ
ら
に

研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

注〈1
〉 

例
え
ば
、
米
国
国
防
長
官
府
は
二
〇
〇
五
年
七
月
一
九
日
に
発
表
し

た
中
国
軍
事
力
に
関
す
る
年
次
報
告
書
に
お
い
て
、
中
国
政
府
が
約
三
〇

〇
憶
ド
ル
と
公
表
し
た
同
年
の
軍
事
予
算
に
つ
い
て
、
同
兵
器
開
発
費
用

が
科
学
研
究
費
と
し
て
計
上
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、「
公
表
値
の

二
、
三
倍
で
あ
る
九
〇
〇
億
ド
ル
に
達
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
同
国
は

米
ロ
に
次
ぐ
軍
事
大
国
で
あ
る
」
と
懸
念
を
露
わ
に
し
た
。O

ffice 
of 

the Secretary of D
efense, Annual R

eport to Congress: The M
ilitary 

Pow
er 

of 
the 

People’s 
R

epublic 
of 

China 
2005 , 

A
rlington: 

U.S. 
D

epartm
ent of D

efense, 2005 , p. 22 .

〈
2
〉 

第
一
六
四
回
国
会
衆
議
院
第
七
号
「
中
国
脅
威
論
に
関
す
る
質
問
主

意
書
」（
二
〇
〇
六
年
一
月
二
三
日
提
出
）、
内
閣
衆
質
一
六
四
第
七
号

「
衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
中
国
脅
威
論
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書
」（
同
年
一
月
三
一
日
提
出
）。

〈
3
〉 

例
え
ば
、A

run Sahgal, “ C
hina’ s Search for Power and Its 

Im
pact on India,”  The Korean Journal of D

efense Analysis Vol. X
V N

o. 1 , 
Seoul: the K

orea Institute for D
efense A

nalyses, 2003 , pp. 155 ‒182 .

〈
4
〉 Juli A

. M
acD

onald, A
m

y D
onahue, Bethany D

anyluk, Booz 
A

llen H
am

ilton, Energy Futures in Asia : Final R
eport , W

ashington 
D

.C
.: Booz-A

llen &
 H

am
ilton, 2004 ; Bill G

ertz, C
hina builds up 

strategic sea lanes, T
he W

ashington T
im

es, M
onday, January 17 , 

2005 .

〈
5
〉 H

enry A
lfred K

issinger, O
n C

hina , Paperback, N
ew

 York: 
Penguin Books, 2012 , p. 481

、
ヘ
ン
リ
ー
・
Ａ
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
著　

『
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
回
顧
録 

中
国
』
下
、
塚
越
敏
彦
・
松
下
文
男
・
横
山

司
・
岩
瀬
彰
・
中
川
潔
訳
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
五
二
〇

－

五
二

一
頁
。

〈
6
〉 K

issinger, op. cit., p. 477, 

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、前
掲
書
、五
一
七
頁
。

〈
7
〉 R

obert Law
rence K

uhn, The M
an W

ho Changed China: The Life 
and Legacy of Jiang Zem

in , N
ew York: C

rown Publishers, 2004 , p. 2 .
〈
8
〉 K

issinger, op. cit., p. 478 , 

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、
前
掲
書
、
五
一
七

－

五
一
八
頁
。

　
　

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
四
月
に
起
き
た
米
中
軍
用
機
接
触
事
故
の
際
に
、

両
政
府
が
比
較
的
抑
制
を
効
か
せ
て
対
処
し
た
の
は
、
む
し
ろ
台
湾
の
将
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来
的
処
遇
と
い
う
喫
緊
の
課
題
を
め
ぐ
り
鋭
く
対
立
し
て
い
た
か
ら
で

あ
っ
た
。

〈
9
〉 K

issinger, op. cit., pp. 527 ‒530 , 

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、
前
掲
書
、
五

七
一

－

五
七
四
頁
。

〈
10
〉 Z

ara S. Steiner and N
eilson, Britain and the O

rigins of the First 
W

orld W
ar , the 2 nd edition, Basingstoke: Palgrave, 2003 , p. 44 .

〈
11
〉 K

issinger, op. cit., p. 520 .

〈
12
〉 

周
一
駿
『
重
新
思
考
基
辛
格 A

 K
issinger R

estored

』
時
事
出
版

社
、
二
〇
一
四
年
。

〈
13
〉 

日
米
安
保
条
約
の
改
定
交
渉
を
め
ぐ
る
日
本
の
政
治
決
定
過
程
を
研

究
し
た
原
彬
久
は
、
日
本
社
会
党
の
党
史
編
纂
過
程
を
例
示
し
、
そ
こ
に

内
在
す
る
恣
意
性
を
指
摘
す
る
。「
周
恩
来
と
非
常
に
近
」
く
、
社
会
党

と
廖
承
志
と
の
間
の
連
絡
を
担
っ
た
の
が
浅
沼
の
側
近
で
あ
っ
た
田
崎
末

松
だ
が
、
そ
の
名
は
「
社
会
党
の
歴
史
に
も
全
然
出
て
こ
な
い
」。「
当
事

者
が
書
い
た
党
史
と
い
う
の
は
、
政
治
的
な
力
関
係
や
誰
が
書
く
か
に
よ

る
」
た
め
、
中
心
的
に
党
史
編
纂
に
あ
た
っ
た
鈴
木
茂
三
郎
委
員
長
の
人

脈
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
諸
グ
ル
ー
プ
の
役
割
は
、「
軽
く
評
価
さ
れ
、

一
般
に
も
知
ら
れ
て
い
な
い
」。
原
彬
久
、
大
嶽
秀
夫
、
御
厨
貴
「
オ
ー

ラ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
鼎
談
」『
年
報 

政
治
学
│
│
オ
ー
ラ
ル
・ 
ヒ
ス
ト

リ
ー
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
、
三

－

二
〇
頁
。

〈
14
〉 K

issinger, op. cit., pp. 130 ‒131 .

〈
15
〉 

国
連
総
会
決
議2758

（A
/RES/2758 （XX

V
I

））
の
採
択
に
よ
り
、

「
中
華
人
民
共
和
国
に
そ
の
す
べ
て
の
権
利
を
回
復
さ
せ
、
同
国
政
府
の

代
表
を
国
連
に
お
け
る
唯
一
の
合
法
的
代
表
で
あ
る
と
認
め
、
蒋
介
石
政

権
の
代
表
を
彼
ら
が
国
連
と
そ
の
関
連
機
関
に
お
い
て
不
法
に
占
め
て
い

る
地
位
か
ら
追
放
す
る
」
こ
と
が
議
決
さ
れ
た
。
翻
っ
て
こ
の
こ
と
は
、

国
際
政
治
に
お
け
る
「
台
湾
問
題
」
の
生
成
を
意
味
す
る
。

〈
16
〉 K

issinger, op. cit., pp. 482 ‒483 .

〈
17
〉 K

issinger, op. cit., p. 197 , 

キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
、前
掲
書
、
二
一
〇
頁
。

〈
18
〉 W

ei Liang-Tsai, Peking Versus Taipei in Africa 1960–1978 , Taipei: 
A

sia and the W
orld Institute, 1983 , 

王
文
隆
著
、
薛
化
元
主
編
『
政
治

大
学
史
学
叢
書
13 

外
交
下
郷
、
農
業
出
洋
：
中
華
民
国
農
技
援
助
非
洲

的
実
施
和
影
響（
一
九
六
〇

－

一
九
七
四
）』
国
立
政
治
大
学
歴
史
学
系
、

二
〇
〇
四
年
、
劉
暁
鵬
「
回
顧
一
九
六
〇
年
代
中
華
民
国
農
技
外
交
」

『
問
題
与
研
究
』第
四
四
巻
第
二
期
、二
〇
〇
五
年
、
一
三
一

－

一
四
五
頁
。

〈
19
〉 

カ
メ
ル
ー
ン
、
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
チ
ャ
ド
、
コ
ン
ゴ
共
和
国

（
ブ
ラ
ザ
ヴ
ィ
ル
、
現
コ
ン
ゴ
共
和
国
）、
コ
ン
ゴ
共
和
国
（
レ
オ
ポ
ル

ヴ
ィ
ル
、
現
コ
ン
ゴ
民
主
共
和
国
）、
ダ
ホ
メ
ー
（
現
ベ
ニ
ン
）、
ガ
ボ

ン
、
象
牙
海
岸
（
現
コ
ー
ト
ジ
ボ
ア
ー
ル
）、
マ
ラ
ガ
シ
ュ
共
和
国
（
現

マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
）、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ソ
マ
リ
ア
、
ト
ー
ゴ
、
上
ヴ
ォ
ル
タ

（
現
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
）（
以
上
、
九
月
二
〇
日
議
決
）、
マ
リ
、
セ
ネ
ガ
ル

（
以
上
、
九
月
二
十
八
日
議
決
）、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
（
一
〇
月
七
日
議
決
）。

〈
20
〉 

「
一
九
九
〇
年
ゲ
ア
リ
ー
＝
ケ
イ
ミ
ス
・
ド
ル
」と
は
、
各
国
通
貨
を

購
買
力
平
価
に
よ
っ
て
一
九
九
〇
年
段
階
の
国
際
ド
ル
に
換
算
し
て
示
し

た
も
の
で
あ
る
。A

ngus M
addison, The W

orld Econom
y: a M

illennial 
Perspective , Paris: O

E
C

D
, 2001 , pp. 376 ‒377 .

〈
21
〉 

食
糧
生
産
の
増
加
量
に
関
し
て
、「
一
九
五
二
〜
五
六
年
平
均
を
一

〇
〇
と
し
た
と
き
に
、
六
九
年
の
食
糧
生
産
増
加
指
数
は
一
三
五
で
あ
る

が
、
人
口
増
加
指
数
一
四
一
を
下
ま
わ
っ
て
、
結
局
ひ
と
り
あ
た
り
食
糧

生
産
指
数
は
九
四
へ
と
絶
対
的
に
低
下
し
た
」。
西
川
潤
『
叢
書 

現
代
の

ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
９ 

ア
フ
リ
カ
の
非
植
民
地
化
』
三
省
堂
、
一
九
七

一
年
、
二
五
七

－

二
六
〇
頁
。

〈
22
〉 

古
徳
業
「
国
際
農
業
合
作
与
競
争
」『
農
政
与
農
情
』
第
九
一
期
、

行
政
院
農
業
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
。

〈
23
〉 
黄
嘉
樹
・
林
紅
「
台
湾
対
外
経
援
的
政
治
因
素
分
析
」『
同
済
大
学

学
報 
社
会
科
学
版
』
二
〇
〇
七
年
第
六
期
、
同
済
大
学
、
二
〇
〇
七

年
、
六
、八
一

－

八
六
頁
。

〈
24
〉 

台
湾
・
国
史
館
所
蔵
外
交
部
檔
案
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
一
八
〇
巻
、
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外
交
部
亜
西
司
編
「
先
鋒
案
縁
起
与
発
展
」一
〇
七
六

－

一
〇
七
七
。

〈
25
〉 

外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
〇
七
九

－

一
〇
八
〇
。

〈
26
〉 
外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
〇
八
一

－

一
〇
八
二
。

〈
27
〉 
外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
〇
七
八
。

〈
28
〉 
外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
〇
八
二

－

一
〇
八
三
。

〈
29
〉 

外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
〇
八
三

－

一
〇
八
四
。

〈
30
〉 

外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
〇
八
四

－

一
〇
八
五
。

〈
31
〉 

外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
〇
八
七

－

一
〇
九
〇
。

〈
32
〉 

レ
ス
タ
ー
・
Ｅ
・
ゴ
ー
ド
ン
『
対
外
経
済
援
助
の
若
干
の
教
訓
│
│

ア
メ
リ
カ
の
経
験
』
日
本
経
済
調
査
協
議
会
、
一
九
八
七
年
、
八
九
頁
。

〈
33
〉 

外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
〇
八
七

－

一
〇
九
〇
。

〈
34
〉 

外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
〇
九
一

－

一
〇
九
二
。

〈
35
〉 

外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
一
〇
〇

－

一
一
〇
二
。

〈
36
〉 

王
正
華
編
、『
中
華
民
国
与
連
合
国
史
料
彙
編 

中
国
代
表
権
』
国
史

館
、
民
90
、
一
八
五

－

一
九
五
頁
。

〈
37
〉 

外
交
部
亜
西
司
編
、
前
掲
、
一
一
〇
二

－
一
一
〇
四
。

〈
38
〉 

王
正
華
編
、
前
掲
、
一
三
三

－
一
三
四
頁
。

〈
39
〉 FRU

S , 1961–1963 , vol. XX
II, Telegram

 From
 Secretary of State 

R
usk to the D

epartm
ent of State (Septem

ber 29 , 1961 ).
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